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５．議 事

議事

（1）検討会での決定事項について

（2）平成２１年度取り組み内容について



（１） 検討会での決定事項について



鶴田ダムの洪水調節に関する検討会鶴田ダムの洪水調節に関する検討会 概要概要

洪水調節方法見直し案の検討

①鶴田ダム洪水調節の検証
②洪水調節方法の見直しの可能性
③情報提供のあり方

①鶴田ダム洪水調節の検証
②洪水調節方法の見直しの可能性
③情報提供のあり方

河川管理者 ： 関係機関と調整の上、ダム管理に反映

地元説明会
【H18年9月~】

検討会委員
【地域代表委員】

地域の方々
との意見交換

意

見

住 民 意 見

意

見

意

見

鶴田ダムの洪水調節に関する
技術検討ワーキング

（学識者・河川管理者で構成）

鶴田ダムの洪水調節に関する検討会

（地域住民代表・学識者・報道関係者・自治体首長等で構成）

報告

意
見

第６回検討会 H19.12.26

第１回検討会 H19.2.6 第７回検討会 H20.6.5

第２回検討会 H19.2.28 第８回検討会 H20.11.25

第１回意見交換 H19.3.17

第３回検討会 H19.3.27 第１回ワーキング H19.4.23

第４回検討会 H19.4.26 第２回ワーキング H19.5.9

第５回検討会 H19.5.29 第3回ワーキング H19.5.20

第2回意見交換 H19.7.21

検討会・意見交換会

ワーキング

検討会の目的（住民意見の反映）検討会の目的（住民意見の反映）

洪水調節洪水調節
① 予備放流水位を貯水位130.0mまで低下させる基準の見直し
② 異常洪水時の操作方法の見直し
③ 更なる洪水調節容量の増量（貯水位130m以下に低下させる）

情報提供情報提供
① 住民への情報提供

・防災無線、ダム警報局、ダム情報表示板等の活用
② マスコミとの連携

・テレビ画面にテロップ表示等
③ 防災意識の向上に向けた取り組み

・防災訓練及び日常の広報活動

平成１９年度出水期から実施平成１９年度出水期から実施

第２回 意見交換の様子
（H19.7.21 虎居地区公民館にて）

第１回 検討会（H19.２.6） 第２回 検討会（H19.２.28）

第３回 検討会（H19.３.27）第１回 意見交換（H19.３.17）

第４回 検討会（H19.４.26） 第５回 検討会（H19.５.29）



予備放流水位を標高130.0ｍまで低下させる基準の見直し

異常洪水時の操作方法の見直し

更なる洪水調節容量の増量

洪水調節方法の見直しについて洪水調節方法の見直しについて 情報提供のあり方について情報提供のあり方について

「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」は、これからも継続（年２回（洪水期前後）開催）「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」は、これからも継続（年２回（洪水期前後）開催）

住民への情報提供

・地域住民の方々、国・県・市町が連携し、高い防災意識の継続を図る。

・検討会で決まった事の実施状況の確認及び改善を図る。

・新たな課題の抽出及び対策について検討。

[お問合せ]
国土交通省 九州地方整備局

鶴田ダム管理所 0996-59-2030

①①防災無線防災無線
自治体からの情報（避難情報等）に加え、

河川やダムに関する情報を放送します。

②②ダム警報局ダム警報局
ダムの放流に関する警報に加え、

自治体からの情報（避難情報等）を放送します。
ダムの放流に関する警報をこれまでの２回から４回に増加します。

③③情報表示板情報表示板
ダムの放流に関する情報表示に加え、

河川の水位情報や自治体からの情報（避難情報）を表示します。

（情報表示板）ダム・河川・町の情報の表示例

河川情報
レベル５

はん濫の発生

さつま町情報

虎居、川原
避難指示

鶴田ダム情報
ダム操作中

ダムへの水量が
計画規模以上

マスコミとの連携

テレビ画面にテロップ表示等
情報提供に関する勉強会の実施

防災意識の向上に向けた取り組み

住民を含めた防災訓練および日常の広報活動の実施

平成18年７月洪水のような大規模洪水が予想される場合、予備放流によ
り貯水位を標高130.0mまで低下できるよう基準を見直しました。

操作開始水位を８割容量水位から７割容量水位へ、さらにダム流入量
の最大発生後の放流量を逐次見直し、放流量の増加を穏やかにします。

大規模洪水が予測された（基準に該当）場合、更なる洪水調節容量を確
保するため、発電放流を停止し貯水位を標高130.0ｍ以下へ下げます。
※ダム貯水位が１３０ｍ以下になるとダムの放流量に限界（水圧が小さくなるため）が
ありますので、可能な限り低下させるよう努力はしますが、どこまで下げられるかはダ
ムの流入量で決まります。

【効 果】

① 最大放流量 H18.7洪水に対して毎秒210m3低下

② 異常洪水調節操作時の放流量の勾配

現行操作よりも緩やかにする

③ 宮之城地点水位 H18.7洪水に対して約20cm※水位を低下

※：流下時間を30分とし、ダム放流量を残流域流量へ加えて簡易に水位を算出。

鶴田ダム放流
中・・・

テレビテロップで表
示

【基準】
ダム上流域の流域平均雨量

が１２時間累加雨量
８０mm以上

且つ
今後の予測雨量
（気象庁：天気予報）が

１６０mm以上

発電
放流管

EL160.0m 満水位

EL131.4m 予備放流水位
EL130.0m 最低水位

EL 115.6m 計画堆砂位

発電容量：250万m3

洪水調節容量 7,500万m3

死水量：2,050万m3

計画堆砂量：2,500万m3

クレスト
ゲート

コンジット
ゲート

貯水位を低下

発電
放流管

EL160.0m 満水位

EL131.4m 予備放流水位
EL130.0m 最低水位

EL 115.6m 計画堆砂位

発電容量：250万m3

洪水調節容量 7,500万m3

死水量：2,050万m3

計画堆砂量：2,500万m3

クレスト
ゲート

コンジット
ゲート

貯水位を低下

スクロールによる表示

鶴田ダムではダム見学を受付中です！

※予備放流水位を標高130.0ｍまで低下
させる見直した基準と同じ



「洪水調節方法の見直し」の実施報告

平成20年度実施状況

対応状況
（要領の変更等）

19年度実施状況
（実施の有無）

20年度実施状況
（実施の有無）

済 有 無

済 有 無

済 無 無

済 無 無

済 無 無

　　　①操作開始水位の見直し（８割容量水位→７割容量水位）

　　　②ダム流入量のピーク流量発生後の放流曲線の逐次見直し

第５回検討会での決定事項

１）予備放流基準の見直し

２）更なる洪水調節容量の増量（貯水位をEL130.0m以下に低下させる）

３）計画規模を超える洪水時の操作方法の見直し３）異常洪水時の操作方法の見直し



２洪水で報道機関へ情報提供を実施したが、い
ずれも洪水調節開始時の第１報でとどまる洪水
規模であったため、テロップ表示は無し。

済河川及びダム情報等のテロップ表示

ダム下流住民とダム操作室で意見交換会を開
催（Ｈ２１年３月までに１５回開催した）

済広報の充実広報活動

CCTV画像提供の協定を２社と締結完了してい
るが、活用した報道は１洪水で調整を行った。

済河川及びダム情報、画像情報の提供

報道機関

防災訓練

無済避難情報等の表示（自治体の情報）

平成20年６月29日に自主防災組織等を中心と
した町内一斉訓練を実施（町内約50％参加）

有

無

無

無

無

H20年度

実施の有無

済避難情報等の放送（自治体の情報）

警報局 済
毎秒1,100m3定量から、さらに放流量を増加させる時
【サイレン・音声放送】（ダム管理所の情報）

済
毎秒1,400m3定量から、さらに放流量を増加させる時
【サイレン・音声放送】（ダム管理所の情報）

済住民参加合同訓練

済河川の水位情報の表示（河川事務所の情報）

情報表示板

済河川・ダム情報の放送防災無線

対応状況改善及び新しい取り組み種別

「情報提供」の実施報告



２）平成２１年度取り組み内容について



計画的に実施する施策

（完了）

・川内川情報提供システムで情報提供中
情報提供システムの整備情報提供システム

（実施中）

・H20年度に３箇所設置

・H21年度に２箇所設置予定

・H22年度以降に２箇所設置予定

情報表示板の増設情報表示板

（整備中）

・H20年度に３箇所設置済
引き続き河川監視カメラの整備CCTV整備

（実施中）

・H20年度に１市２町整備済

・H21出水期までに残りの２市整備予定
（自治体３市２町と光ファイバー接続し情報共有）

自治体との情報ネットワークの整備（河
川・ダム情報及び画像情報の提供を行
う）

情報ネットワークの整
備

H21年度実施状況改善及び新しい取り組み種別



検討会等意見への対応状況

鶴田ダム－

平成20度設置予定の柏原、轟の瀬、上
水流のうち、柏原のみ片面となっている
理由は

第７回検
討会

情報表
示板

対応済み

道路管理者と協
議を行ったが、道
路の情報に関す
る表示板であり道
路の土砂災害な
どの表示を目的、
表示時期も重なる
ことも考えられ厳
しい状況。

・Ｈ２０年度
（H21.3月まで）
に３箇所設置

・本年度設置箇
所について、住
民代表の方々と
現場で意見交換
を実施した。

・Ｈ２１以降４箇
所設置予定。

第８回検討会
までの対応

－鶴田ダム
協定書等の話があるので、
所有者と話してみないと分
からないが、今後検討する

２６７号線の県管理の交通情報にダム
情報を入れて欲しい

第４回

検討会

－鶴田ダム参考にする
「避難勧告解除」は、文字色をグリーン
にするとか、安心感を与えるようなこと
を考えてはいかがか

第５回

検討会

・H２１．３月まで
に３箇所設置済

・Ｈ２１年度は２
箇所設置予定。

・昨年度同様、
設置箇所の詳細
な位置や向きに
ついて、住民代
表の方々と現場
で意見交換を実
施する。

鶴田ダム

川内川

川内川河川事務所の表示
板もあるので、両者で調整
する

３号線の太平橋・天大橋、東郷町の東郷は
志の近く、南瀬の倉野橋の付近に情報板が
欲しい

第４回

検討会

鶴田ダム

住民の方々の一番希望す
るところが望ましいと考え
ているので、皆さん方の総
意がとれれば望ましい

仮に申しますと、山崎の情報板は、左岸の
方に設置した場合には、右岸から見えるが、
左岸から見えないので、左岸に設置し、北
か東の方へ振れば、左岸からも見えるので
はないか

鶴田ダムご協力をお願いしたい
情報板の設置場所については、地元で
話し合って要望してよいということか

鶴田ダム検討する情報板を両面にして欲しい

対応会議名
Ｈ２１年度対応
内容（案）

第５回検討会までの

回答内容
発言内容分類



鶴田ダム－
サイレンは一般的すぎるため、警報効果
が少ないのでは？危機感をいかに与える
かが重要である。半鐘を再度提唱する。

鶴田ダム－

頻度が少ない等の理由で放流警報の鳴り
方を変更することができない理由にはなら
ない。頻度が少ない中でも危機感を与え
る方法を検討することが必要。第７回

検討会

・サイレンの音色、
音の長さなど整
理し、市町の水
防団などの警報
音との整合を計
り、住民への新
たな警報内容の
周知の困難さ等
も考慮し検討を
進める。

・サイレンの音
「半鐘音」につい
て設置の検討を
実施

・放送用スピー
カーは聞こえる
範囲が限られて
いる。

第８回検討会ま
での対応

鶴田ダム－

半鐘を先に鳴らしてから音声放送をした
ほうがよいのでは。

危機感を感じるような高温域の音を使用
した方がよい。第８回

検討会

鶴田ダム－

防災訓練の際に、色々な音を聞いても
らい実際の印象を尋ねてから、最もよ
いサイレンを決定した方がいいのでは
ないか。

・サイレンの音
「半鐘音」につい
て危機感を与え
る音や放送の順
序（サイレン＋半
鐘＋音声等）につ
いて設置の検討
を実施

鶴田ダム
今後、検討に入れさせても
らう

「計画規模を超える洪水時の捜査開始
時」は、他の３回と一緒ではなく、緊急性
が伝わるよう、サイレンの回数を増やすと
か、長くするとかの手段で伝達した方がよ
いのでは

第２回

意見交換

警報局

鶴田ダム－

サイレンの鳴らし方は非常に難しい。ハー
ド的な考え方だけではなくソフト的に考え
なければならない。

個人的には、半鐘の音は危機感を伝える
のに非常に効果的と感じる。計画規模を
超える洪水時には、半焼の音を再現する
ようなサイレンはできないか。

第６回

検討会

対応会議名
Ｈ２１年度対応内
容（案）

第５回検討会までの回答
内容

発言内容分類

検討会等意見への対応状況



－

・危険度レベル表
示版（６箇所）、
橋脚塗装（１０橋
＋１護岸）

を完了。

※久住地区の

久住橋橋脚は平
成20年６月工事
完了。

川内川

避難判断水位とか色分けし
た表示を、全川にわたって今
年、来年中には、見やすいと
ころに幾つか設けていきたい
と思います。具体的につける
場所については今後相談し
たい。

電柱方式の信号機３色で、注意、警戒、
危険というようなものを検討して欲しい

第４回

検討会

水位に
応じた
危険度
レベル
表示板

川内川－
久住地区では危険レベルの表示が見当
たらない。集落の規模によって表示板が
無いことがあるのか

第６回

検討会
川内川－

久住地区は水害常襲地帯であり、仮の表
示板は付けられないのか

川内川－
「危険度レベル表示板」は、できるだけ早
く実施して頂きたい。

・H21.3月までに
15回の意見交換
会を開催。

・下流住民等との
ダム操作室での
意見交換会を継
続実施。

・被災者協議会と
ダム操作室で意
見交換会を実施。

・下流住民とのダ
ム操作室での意
見交換会を開催
予定

・ダム管理モニ
ターを３名設置

鶴田ダム

流入量予測ができるものが
ある。国土交通省独自の雨
量レーダーもある。見にきて
頂ければ確認できると思う。
そういう機会をつくりたいと思
う

鶴田ダムには、６・１２時間先が読める
機会があると聞いていたが、聞かせて
欲しい

第２回

意見交換洪水操
作時の
ダム見
学につ
いて

鶴田ダム－

洪水時、住民の方は自分の家をﾏﾓﾙ
必要があり、洪水操作時の見学は難
しいと思われる。見学に際しては、住
民の方からモニターを決めて見学して
頂いてはどうか。

第６回

検討会

第８回検討会ま
での対応

対応会議名
Ｈ２１年度対応内
容（案）

第５回検討会までの回答
内容

発言内容分類

検討会等意見への対応状況



水位に
応じた
危険度
レベル
表示板

塗り直す際には、
夜でも確認が出
来る方法で設置
する。

夜でも安全な位置
から確認が出来る
方法を検討する。

（鶴田ダム）水害後、
録画可能に改造を
行った。

第８回検討会まで
の対応

－
川内川

鶴田ダム

検討はしたいと思うが、ぜ
ひ信頼して頂きたい

（災害のあった場合）ダム・河川の状況を
モニターテレビで録画しておき、証拠とし
てデーターを一緒に出せるようなシステム
が大事。そうすれば、信用するとかしない
とか、そういうことが言われなくなると思う。

第５回

検討会

CCTV
録画機
能

川内川－夜間でも確認できるのか。
第８回

検討会

分類 会議名 対応
Ｈ２１年度対応内
容（案）

第５回検討会までの

回答内容
発言内容

検討会等意見への対応状況



・新聞社にも積極
的に参加を呼び
かけ、毎年、出水
期前後に勉強会
を継続実施中。

・H21年度の出水
期前は、6.11開催
予定

整備局全体として、
勉強会を実施し、
メディアの方々へ
災害に対する認識
を理解してもらうよ
うにしている。

鶴田ダム

川内川
－

新聞社にも、もっと勉強会に参加しても
らってはどうか。

第８回
検討会

・川内川水系のソ
フト対策に対し、疋
田先生を委員長と
して、「川内川水
系水害に強い地
域づくり委員会」を
開催し、いただい
た提言を実行する
ため、行政及び地
域住民をメンバー
とした川内川水系
水害に強い地域
づくり推進協議会
をＨ２０．３に設立。

・Ｈ２０年度中にす
べての項目につい
てアクションプログ
ラム策定予定

第８回検討会まで
の対応

・H21.3月にアク
ションプログラム
を策定

・策定したアクショ
ンプログラムに基
づき、各施策を実
施する。

川内川－

流域市町村と連携し、川内川の防災に
ついて住民の意見を吸い上げるため
の会議を立ち上げる必要があるので
はないか

第６回

検討会

川内川
水系の
ソフト対
策につ
いて

分類 対応
Ｈ２１年度対応内
容（案）

第５回検討会までの回
答内容

発言内容会議名

検討会等意見への対応状況



共有化を実施中。

今後、共有化を図
るよう検討していく。

鶴田ダム

川内川

さつま町

鹿児島県

－

穴川の町水位計については、データの
有効活用（国や県との共有）がなされ
ているのか。データの共有化を早急に
対応すべきだ。

第８回
検討会

支川の
水位把
握に関
する勉
強会に
ついて

・「川内川情報提
供システム」で同
様の情報提供中

・住民に対して川
内川情報提供シス
テムを整備完了。

・光ファイバーを市
町と接続中（Ｈ２１
出水期前までに整
備予定）。上記シ
ステムによるＣＣＴ
Ｖ画像などの共有
化を実現。

鶴田ダム

川内川
－

情報表示板の情報を携帯などで見ら
れるようにできないか。

第６回

検討会

情報表
示板情
報の携
帯等へ
の配信
につい
て

・「川内川情報提
供システム」で同
様の情報提供中

現在では、静止画
を提供することを
考えている。

川内川－
パソコンに監視カメラの情報を流すこと
は考えているのか。

第８回
検討会

・夜星川について
は国で設置しよう
ということで進めて
いる。

・リアルタイムに情
報を入手するため
の整備は、県にお
願いできないか話
を進めている。

第８回検討会まで
の対応

・夜星川に国で水
位計を設置予定

・リアルタイムに情
報を入手するため
の整備を、県にて
実施予定

川内川

鹿児島県
－

県管轄の支川に、国で水位計を設置
することは出来ないのか。

分類 対応
Ｈ２１年度対応内
容（案）

第５回検討会までの回
答内容

発言内容会議名

検討会等意見への対応状況



・ダム完成から現在までに、非洪水期に発生した洪水は合計7回。（これまでに100回の洪水が発生）
・そのうち、近年15ヵ年で6回発生しており、非洪水期に洪水が発生する頻度は若干多くなってきている。

図 過去に発生した洪水の最大流入量

①①非洪水期における近年の出水動向（１）非洪水期における近年の出水動向（１）
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図 運用水位に対するダムの空き容量と実績洪水の洪水調節量

図 制限水位と運用水位のイメージ図
1/1 2/1 3/1 4/1 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1 10/1 11/1 12/1

非洪水期 非洪水期第1期 第2期 第3期
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・ダムの洪水調節容量と、実績洪水の洪
水調節量を比較すると、非洪水期にお
いても十分に洪水調節容量が確保され
ている。

非洪水期における近年の出水動向（２）非洪水期における近年の出水動向（２）



●設置済（４箇所→３箇所）
・神子
・柏原
・宮都大橋
・虎居（平成21年度に南瀬へ移設）

●平成２０年度設置（３箇所）
・柏原橋
・轟の瀬
・上水流

●平成２１年度設置予定（２箇所）
・南瀬（虎居より移設）
・久住

●平成２２年度以降設置予定（２箇所）
・屋地
・山崎

※合計１０箇所

鶴田ダム

柏原放流警報表示板

神子放流警報表示板

柏原橋放流警報表示板

轟の瀬放流警報表示板

上水流放流警報表示板 山崎放流警報表示板
南瀬放流警報表示板

久住放流警報表示板

宮都大橋放流警報表示板

虎居放流警報表示板

屋地放流警報表示板

移
設

情報表示板

情報表示板の設置（予定）箇所

②②情報表示板の整備情報表示板の整備



平成20年度は、３箇所の情報表示板について、地元住民代表の方々と現地で意見交

換を実施し設置完了。

（現地意見交換の主な意見）

設置位置について

・もう少し下流に設置した方が、河川内の人も見え、さらに多くの住
民も見れるのではないか。（上水流）

・設置する位置について河川激特工事が完了したのちに優れた場所
があれば将来移設の相談も可能か。（轟の瀬）

表示する向きについて

・湯田地区と柏原地区の両方の住民から見えるようにしてほしい（柏
原橋）

平成２０年度情報表示板の設置完了箇所平成２０年度情報表示板の設置完了箇所

柏原橋情報表示板

上水流情報表示板 轟の瀬情報表示板



鶴田ダム情報
予備放流中

流入200m3/s
放流300m3/s

ダムの放流に関する表示

①予備放流中 ②～③洪水調節中

鶴田ダム情報
洪水調節中

流入1200m3/s
放流900m3/s

放流開始前

鶴田ダム情報
１７時から

放流開始予定
今後の水位上昇に注意して下さい。

放流量

洪
水
調
節
終
了

流入量

流
入
量
・放
流
量

▽制限水位

▽洪水時満水位

水
位

時間

▽予備放流水位

予
備
放
流
開
始

洪
水
調
節
容
量

①

② ③

凡例
水 位
流入量
放流量

洪
水
調
節
開
始

情報表示板 具体例（１）

鶴田ダム情報
異常洪水時の操作中

下流への水量
更に増加

鶴田ダム情報
異常洪水時の操作中

ダムへの水量が
計画規模以上

④異常洪水時の操作

④

異
常
洪
水
時
の

操
作
開
始



河川情報
レベル１

水防団待機水位
河川敷注意

さつま町情報

○○地区
避難勧告

河川情報
レベル２

氾濫注意水位
水防団出動

河川情報
レベル３

避難判断水位

河川情報
レベル４

はん濫危険水位

河川情報
レベル５

はん濫の発生

さつま町情報

○○地区
避難指示

さつま町情報

○○地区
避難勧告解除

さつま町情報

○○地区
避難指示解除

情報表示板 具体例（２）

河川情報の表示 自治体の避難情
報の表示



［ 凡 例 ］

警報局（２５箇所）

鶴田ダム

・放流開始時警報回数 １９５回 １年に５回程度

・毎秒1,100ｍ３定量操作から増加させる定率操作の移行時 １０回 ４年に１回程度

・毎秒1,400ｍ３定量操作から増加させる定率操作の移行時 ３回 １３年に１回程度

・異常洪水時の操作開始時 ２回 １９年に１回程度

Ｓ４３～Ｈ１８．７（３８年間）に実施された放流警報該当回数

サイレン音に関する規定
想定危機 取り決めた規定等 サイレン信号 警鐘信号 備 考

地震 大規模地震対策特別措置法 ○ ○
必要があれば警鐘信号及び
サイレンを併用する。

津波 気象業務法 ○ ○
鐘音又はサイレン音による。

火災 消防法 ○ ○
火災警報発令信号はその一部
又は全部を併用することができる。

洪水・高潮 水防法 ○ ○
必要があれば警鐘信号及び
サイレンを併用する。

③③放流警報局（サイレン）放流警報局（サイレン）



危機感を感じる半鐘音パターン

放流警報の見直し（案）放流警報の見直し（案）について（１）について（１）

水防法より

乱打

第２信号

第１信号 通報水位を超えなお上昇のおそれがあり、巡視を強化し、資機材及び水樋門
の開閉等の準備を行うことを知らせるもの

休止 休止 休止

水防団員及び消防機関に属する者が直ちに出動すべきことを知らせるもの

第３信号

第４信号

当該水防管理団体の区域内に居住する者の出動協力を知らせるもの

必要と認められる区域内の居住者に避難のため立ち退くべきことを知らせるもの



異常洪水時の操作時の放流警報【現在】

約２分
音声放送（スピーカ）

15秒

休み

１分吹鳴
サイレン

異常洪水時の操作時の放流警報【見直し（案）】

１分吹鳴
サイレン

15秒

休み
１分吹鳴
サイレン

＋

約２分
音声放送（スピーカ）

＋

約１分
半鐘の音（スピーカ）

放流警報の見直し（案）放流警報の見直し（案）について（２）について（２）

約１分
半鐘の音

（スピーカ）

約２分
音声放送（スピーカ）

＋ ＋

①

②

異常洪水時の操作時の放流警報【第８回検討会（案）】

＋

約２分
音声放送（スピーカ）

＋

約１分
半鐘の音（スピーカ）

＋

放流警報所を順次
警報する際、最も短
い間隔が５分間とな
る。放送＋サイレン
＋放送の順番とした
場合、放流警報実施
状況の確認を行うた
めに５分以上が必要
となるため、第８回
検討会（案）は実施
不可であったため、
その時間を短縮でき
る見直し案を検討し
た。

約２分半

約５分

約４分

約３分半

15秒

休み
１分吹鳴
サイレン

15秒

休み
１分吹鳴
サイレン

１分吹鳴
サイレン

15秒

休み

１分吹鳴
サイレン

１分吹鳴
サイレン

15秒

休み
１分吹鳴
サイレン

15秒

休み

１分吹鳴
サイレン

１分吹鳴
サイレン

15秒

休み
１分吹鳴
サイレン

放流警報実施状況の確認を行
うために必要な時間



④④ダム操作室での住民との意見交換会ダム操作室での住民との意見交換会

開催日：平成２０年１０月１日（水）１８時３０分から
参加者：虎居地区被災者協議会

各地区単位で、鶴田ダム管理所操作室で意見交換会を開催

洪水操作時には、下流住民や報道機関へ連絡を行い、ダム見学を実施する。

台風１５号の放流操作時に、下流住民の方々へ操作室での状況を確認してもらった。

これまでに約１５回の
意見交換会を開催

今後も継続的に
実施する

（説明内容）

・１８年７月豪雨災害の鶴田ダムの果たした役割

・台風１５号のＣＣＴＶカメラ画像の録画映像

・台風１５号のレーダー雨量画像の再現

・流入量予測からダム操作（放流量決定）の流れ

平成２０年１１月からへ平成２１年
３月にかけ、虎居、川原、山崎、柏
原、湯田地区の方々と意見交換
会を実施。



⑤川内川水害に強い地域づくり

川内川水系水害に強い地域づくり委員会
平成１９年８月提言

イメージ画
イメージ画

まるごとまちごとハザードマップ 危険度レベルの表示ハザードマップの整備 報道機関との勉強会

川内川下流部でははん濫危険水位に到達

鶴田ダム放流量増加中

河川情報のテレビ表示

災害危険区域の指定

「情報治水アクションプログラム」で具体化する事例

水害に強い地域づくり

共 助 公 助

地域の力で助け合う

自分だけでは解決や
行うことが困難なこと
について、周囲や地域
が協力して行うこと。

個人・地域の防災力の
向上を支援

個人や周囲、地域ある
いは民間の力では解決で
きないことについて、公
的機関が行うこと。

自らの安全は自らの力で

自分の責任で、自分自身が行
うこと。

自 助

ｵｽﾄﾒｲﾄ対応ﾄｲﾚ

川内川水害に強い地域づくりアクションプログラム

平成２１年３月策定

洪水ハザードマップの作成支援 ● ● ○ ●

避難計画・施策の再構築 ● ○ ○ ●

災害時要援護者避難対策について ● ○ ○

水害時住民行動マニュアル作成 ● ○ ○

地域孤立化防止対策について ● ○ ○ ○

水害危険性の認識向上・
防災用語等の習得

● ○ ○ ○

浸水地区土地利用規制等について ●

浸水に強い建築構造導入について ●

遊水機能確保対策について ●

わかりやすく精度の高い情報提供 ● ○ ○ ○

地区コミュニティの活用 ● ○ ○ ○ ○

水防情報の一元化 ● ○ ○ ○

勧告・指示等の発令基準の統一 ● ○ ○

収集情報の発令判断への活用 ● ● ○ ○

水防資機材の備蓄・効率的活用 ● ● ○ ○

重要水防箇所の情報提供 ● ● ○ ○ ○

ボランティアの受け入れ体制、
業界団体との協力体制の確立

● ● ○ ○

消防職員等との浸水軽減活動 ● ○ ○ ○ ○

会議の設置 推進協議会の設置 ● ○ ○ ○

基本方針 具体的施策

アクションプログラムの実施状況

H18.7以前
水害前

H20年度末 H21年度 H22年度
H23年度

激特終了後

水防・救助体制の強化

避難計画の
充実

水害の危険性に関する
認識向上

洪水時の
情報伝達・
伝達機能の

向上

避難準備情報・勧告・
指示発令の迅速化

平成１９年８月提言に基づく『情報治水アクションプログラム』



テレビテロップ等

河川及びダム
に関する情報

避難情報等

●河川及びダムに関する情報
●自治体からの情報（避難情報等）

川内川河川事務所

関係自治体

報道機関 住民

河川及びダムに関する情報等のテロップ表示

鶴田ダム管理所

川内川下流部でははん濫危険水位に到達
鶴田ダム放流量増加中

テレビテロップ表示例

川内川下流部でははん濫危険水位に到達
鶴田ダム放流量増加中

テレビテロップ表示例

NHK鹿児島放送局 ・ MBC南日本放送

KTS鹿児島テレビ放送 ・ KKB鹿児島放送

KYT鹿児島読売テレビ

エフエム鹿児島（H20から）・南日本新聞社（H20から）

共同通信社（H20から）平成２０年１１月１４日第４回勉強会

平成２０年５月２８日第３回勉強会

平成１９年７月１８日第２回勉強会

平成２１年６月１１日第５回勉強会（予定）

平成１９年５月２８日第１回勉強会

参加機関開催日名称

8

情報提供に関する勉強会での決定事項
1)報道機関と勉強会を行い、共通理解を深めながら協力を得て、テロップ等による

情報提供を行う。（人命財産に関わる情報は報道機関の判断で出していく）

2) 毎年、出水期前後に勉強会を行う。

⑥報道機関との情報提供に関する勉強会の実施状況



凡 例

: 危険度レベル表示板

: 橋脚塗装工事

東郷橋

太平橋

倉野橋

宮之城橋

宮都大橋

鵜木橋

栗野橋

吉松橋

真幸橋

川内水位観測所

倉野橋水位観測所

宮之城水位観測所

川原地区護岸
栗野橋水位観測所

吉松水位観測所

真幸水位観測所

危 険 度 レ ベ ル 表 示 板

宮之城水位観測所宮之城水位観測所

１０橋＋１護岸（H20.6完了)

久住橋

宮之城橋宮之城橋

橋 脚 塗 装 工 事

久住橋久住橋

⑦水位に応じた危険度レベル表示の実施状況

６箇所（H19.9完了)



⑧ＣＣＴＶ設備の整備状況

●Ｈ１９以前河川整備済み箇所（３４箇所）

Ｈ１９以前ダム設置済み箇所（４箇所）

Ｈ２０年度河川設置済み箇所（３箇所）

伊佐市西水流CCTV

伊佐市下手CCTV

湧水町稲葉崎CCTV



目 的

国土交通省と光ファイバーケーブルにて接続
される自治体に河川映像等の河川情報を提供
し共有することにより、市、町長が行う避難勧
告等の意志決定に役立てる。

川内川流域自治体の整備スケジュール

ホットライン強化

自治体 河川事務所

平成平成2121年度出水期までに整備予定年度出水期までに整備予定

配信画面

⑨情報ネットワークの整備（河川映像の提供）

11 12 1 2 3 4 5 7

薩摩川内市

さつま町

伊佐市

湧水町

えびの市

平成21年度平成20年度

6

出
水
期



・ 水位情報電話応答番号一覧表

0996-２２－８２９１飯野16

0996-２２－８２８６上真幸15

0996-２２－８２８１真幸14

0996-２２－８２７９吉松13

0996-２２－８２７６栗野橋12

0996-２２－８２７４湯之尾11

0996-２２－８２６５荒田10

0996-２２－８２６０花北9

0996-２２－８２５９鈴之瀬8

0996-２２－８２４５湯田7

0996-２２－８２４２宮之城6

0996-２２－８２２６倉野橋5

0996-２２－８２２２斧渕4

0996-２０－３８９２川内3

0996-２０－３８９１久見崎2

0996-２０－３８９０全局1

電話番号局名

※1 全局では、水位情報・雨量情報・
流域平均雨量・ダム諸量を選択
して聞くことができます。

http://www.qsr.mlit.go.jp/sendai/bousai/index.html

パソコン向け 携帯向け

・ 水位・雨量情報ホームページ

http://www.qsr.mlit.go.jp/sendai/bousai/keitai/index.htm

早よ見やん川内川

水防警報

洪水予報

※お知らせ

1. レーダー雨量

2. 水位情報

3. 雨量情報

4. ダム情報

川内川河川事務所問合せ

（0996）22-3271（代表）

sendai@qsr.mlit.go.jp

鹿児島県薩摩川内市

東大小路町20番2号

川内川河川事務所

防災情報

　　川の防災情報

⑩川内川情報提供システムの整備（雨量･水位･河川映像）

上流へ

下流へ



川内川支川の水位把握に関して夜星川・
穴川・泊野川・久富木川に水位観測所を整
備し、情報提供できるように調整を図ってい
る。

⑪支川の水位把握に関する取り組み

関係機関
鹿児島県 土木部 河川課

北薩地域振興局・さつま町
川内川河川事務所・鶴田ダム管理所

目 的

ほたる橋

水位計設置予定箇所

田原橋

既設水位計

鶴田ダム

ほたる橋（夜星川）

田原橋（穴川）

宮之城水位観測所

川内水位観測所

中間橋（泊野川）

山崎（久富木川）

：支川観測所（新設提供予定）

：本川観測所（既に提供）

倉野橋水位観測所

湯田水位観測所



６．その他資料

用語の見直し（川標検討会）について
九州南部・奄美地方 ３ヶ月予報について
川内川激甚災害特別緊急事業について
鶴田ダム再開発事業について

資料④



川標検討会における「用語の見直し」川標検討会における「用語の見直し」

流
量

時間

流入量
放流量

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

洪水調節開始

ダムが満水
になる予想

ダム満水

平常時

渇水時

洪水初期

洪水調節時

計画規模を度超える洪水時

洪水後

①発電放流中〔発電のためにダムから水を流しています〕

②河川流量補給中〔川の水を補うためにダムに貯めた水を流しています〕
※鶴田ダムでは実施していない。

③河川流量増加中〔上流で雨が降っているため、川が増水しています〕

④洪水調節中〔川の増水を少なくするためにダムに水を貯めながら流しています〕

⑤異常洪水時の操作〔ダムが満水に近づくため、そのまま流すことにより川が増水します〕

⑥異常洪水時の操作〔ダムが満水になったため川の水をダムに貯めずそのまま流しています〕

⑦貯留水放流中〔次ぎの大雨に備えるためにダムに貯めた水を流しています〕













鶴田ダム再開発事業の概要

平成18年7月19日から23日にかけて鹿児島県北部を襲った記録的な豪雨により川
内川の上流から下流において甚大な被害が発生。

これをうけ川内川流域の洪水被害軽減を目的とし平成19年度より鶴田ダム再開発
事業に着手。

事業費：約460億円

工期：平成19年～平成27年

堆砂容量

死水容量

発電容量

洪水調節容量
75,000千m3

現放流
管

堆砂容量

現放流
管

洪水時最高水位

新設
放流管

治水＋発電
（予備放流）

治水＋発電
（予備放流）

現況
(夏期)

再開発後
(夏期)

洪水時最高水位

・発電容量と死水容量を洪水調節容量に振り替え、夏場の洪水調節容量を

7,500万m3から9,800万m3（約1.3倍)に増量

・低い水位でも放流できる、新たな放流管を増設

最低水位

最低水位

洪水調節容量
98,000千m3

法面掘削

新設減勢工

新設放流管

既設減勢工改造

新設発電管



川
内
川
　
→

法面掘削

右
岸
工
事
用
道
路

L=
2,

14
0m

左
岸
工
事
用
道
路

L=300m

・法面部用地買収

・設備詳細設計

・仮設備詳細設計

・環境調査 等

・法面掘削

・左岸工事用道路

内容

用地及び補
償費

測量設計費 1,006

工事費

H21全体事業費

（百万円）
項目

Ｈ２０年度迄

Ｈ２１年度

Ｈ２２年度以降

凡 例

別途事業

鶴田ダム再開発事業 平成２１年度の実施内容



新設減勢工 既設減勢工改造

法面掘削

新設放流管

新設発電管

鶴田ダム再開発事業の構造イメージ



①天端ステージ設置

②仮締切設置
③堤体削孔

上流仮締切設置状況（他ダム事例）

削孔機械の一例

堤体削孔工事のイメージ1/2（検討中）



④ベルマウス、
予備ゲート設置

⑤仮締切撤去 ⑥放流管の組立及び
コンクリート充填

堤体貫通状況（他ダム事例）
放流管組立状況（他ダム事例）

堤体削孔工事のイメージ２/2（検討中）
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